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七久里  ハナノキ湿地ヤマラッキョウ    写真資料２ 

 2024年 9月ヤマラッキョウの蕾が湧水湿地に沢山ある。10月 31日遠くから赤紫色の花

が見える。その数は数百から千個体。その中に青紫色のリンドウがアクセントになって点々と咲

いている。何しろ今までハナノキ湿地のヤマラッキョウは３個体でも枯草の中に咲く花に声を上

げて喜んだ。リンドウも今までせいぜい数個体だった。七久里に大層驚いた。 

夏に樹木に囲まれた奥にサワギキョウが群生し、シロバナサワギキョウ・ミカワバイケイソウな

どあり、秋にはヤマラッキョウなどが日当たりの良い丈の低い枯草の所に棲み分けていた。 

 今までどこのハナノキ湿地も樹木の中で暗く、それに比べ一段低い位置に水田が耕作されき

て明るく、大変素晴らしいお花畑になっている。これらを移植で保護することはできない。 

                   2024年 10月 31日撮影    所沢あさ子  

 
                   赤紫色のヤマラッキョウと青紫色のリンドウ 

  


